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道
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し
た
お
蔭
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、

ハ
エ
は
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と
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）
て
ぎ
だ
，
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と
は

い
っ
ぐ
も
、
八
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と
に
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声
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と
ろ
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に
は
ハ
エ
が
と
こ
か
ら
か
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て
く
る
し
、
道
路
の
大
の
ウ
／
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の
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と

ウ
ジ
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ク
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か
土

ウ
ハ
エ
か
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発
牙
~
し
、
皮

ら
は
チ
，
1

人
ハ
エ
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発
生
し
て
近
所

の
人
を
悩
ま
せ
る
と
い
）
た
請
か
聞

か
さ
れ
る
。
ご
う
な
っ
た
ら
も
う
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ま
だ
泊
断
で

ハ

と

い

え
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蓋

な
い
も
の
」
と
昔
か
ら
き
ま
）
て

い
な
か
り
、
ハ
エ
か
連
ん
だ
病
原
菌

の
つ
い
た
食
物
を
食
へ
た
だ
め
に
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染
し
人
と
い
う
硫
，
夫
な
証
拠
は
聞
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た
こ
と
か
な
い
3

ハ
ニ
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佐
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、
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身
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し
ゃ
ら
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、
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端
に
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又
ホ
／
／
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？
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(
、
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こ
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い
口
も
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液
で
ヘ
ト

ヘ
ト
し
（
い
、
「
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の
詞
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ス
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／
に
）
い
一
（
口
〗
だ
細
薗
数
を
贔
へ
た

人
の
［
い
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』
よ
る
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）
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い
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ろ
で
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0
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う
。
，
赤
刷
や
腸
チ
フ
ス

な
と
は
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了
個
か
ら
／

fj
個
く
ら
い

の
感
染
で
発
病
す
る
そ
う
だ
か
ら
、

1

匹
の
ハ
エ
か
ら
て
も
感
索
発
病
す

る

If
院
袢
は
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分
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る
わ
け
た
3

菌
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つ

ヽ

＇ 
，
に
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9
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と
ま
る
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＇
）
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ル

染
は
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と
く
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ヽJ
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ー

ロ
ぎ
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は
、
と
ま
る
も
の
の
固
さ
に
間
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)

、
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の
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‘
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ぐ
~カ
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り
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，

＼

土

t
り
ー
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の
と
ら
れ
方
が
少
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い
と
い
）
‘
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ハ
ェ
の
外
、
f□

周
辺
の
微
り
物
の
中

で
さ
し
あ

tC)
て
間
匂
な
の
は
、
ハ

工
の
体
の
内
外
で
仮
す
ま
い
を
し
て

い
る
細
頂
や
7
，
ノ
ー
ル
ス
で
、
俣
妖
の

り
う
↓
↓
テ
＼
位
ら
か
輸
，
広
晨
の
役

目
を
し
、
直
接
間
接
し
人
間
こ
戌
菜

を
起
こ
」
3
も
の
で
あ
る
さ
い
ぎ
ん
、

ン
カ
コ
大
'1

の
グ
リ
／
ハ
！
i

ク
博
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は
、
「
ハ
エ
と
恥'
9バ
ー
~
と
い
う
入
苫
を

著
わ
し
た
か
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そ
れ
[
1

よ
る
と
過
エ

五
十
年
に
わ
ふ
」
）
ぐ
ハ
エ
か
ら
分
陽

さ
れ
f

硫
認
さ
れ
だ
も
の
は
、
仰
虫

や
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ビ
の
仲
間
ま
で
合
め
る
と
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九

0
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類
を
こ
え
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と
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3
tだ
た

る
病
原
苗
と
し
て
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店
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)
メ
リ
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で
も
た
い
へ
ん
間
趣
の
大

ぎ
い
ハ
イ
薗
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
菌
は
ハ
エ
の
仇

I
で
は
、

’
~
9

日
間
も
生
き
て
い
だ
と
い
う
か

ら
恐
ろ
し
い
。

十
年
い
］
も
前
の
ャ
！
叩
だ
か
、
、
厚
牛

省
か
全
国
い
ぅ
せ
い
に
赤
刷
の
実
匹

調
査
を
行
な
）
た
と
き
、
群
円
県
で

は
ハ
ゴ
の
赤
胤
菌
内
染
の
実
態
か
贔

へ
ら
れ
た
土
ー
し
示
し
た
よ
う
に
、

市
の
息
家
で
と
ら
え
た
ハ
上
か
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ー
一
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五
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型
は
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2

a
、

2
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)
、

t

般
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寡
で
と
ら
え
た
も
の
か
ら
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1

1

例

(
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)
、
食
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離
病
合

か
ら
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(
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珂
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つ
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っ
て
い
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＂
ま
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と
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者
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し
て
の
ハ
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の
皿
目
罰
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あ
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細
薗
は
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で
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い
。
ウ
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ル
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も
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、
大
流
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の
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っ
た
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の
八
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人
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も
の
で
あ
り
、
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渾
道
や
餞
木
の
ハ
エ
か
ら
田
ら
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に
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離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た

ぐ
い
の
研
究
は
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米
で
は
と
く
に
さ

か
ん
で
、
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名
な
温
文
か
た
く
さ
ん

出
て
い
る
。
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シ
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と
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う
の
か
あ
る
凶
但
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膿
し
て
ウ
シ
か
わ
く
と
い
う
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は
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ら
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、
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に
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シ
の
寄
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け
る
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い
う
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が
あ
る
。
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